化学物質に関する質問シート（2003版）の使い方について　　　　　　　　　野池政宏

１．基本的なこと

　このシートはフリー（無償）で提供している。さらに別の人に提供していただくことはまったく問題はなく、逆にそうやって広がることは私の本意でもある。

　ただし、適切で有効にこのシートを使っていただくために、別の人に提供する場合はこの文書を必ず添えてもらいたい。

　また、このような質問に答えるのは大変面倒である（私は建材を販売する立場でもあるので、その面倒さを実感している）。もちろん情報公開は不可欠であるが、同じ質問が重なると答える側も大変である。したがって、できるかぎり「複数の人で回答を共有する」という形を考えていただきたい。

　後述するように「不明な点は専門家に聞け」としており、私もその専門家のひとりとして質問される可能性がある。その場合は次のルールを守っていただきたい。

　●質問はe-mailによるものに限る　noike@osk4.3web.ne.jp

　●「この建材は安全ですか？」というような質問には答えられない。その理由については一般に公開されている私の文章を読んでいただければわかる。

　●答えられる質問は次のようなものである

　　・同種の複数の建材について安全性の比較を求める質問

　　・住まい手の健康状態、住まい手の要求レベル、住宅提供者が実現したいレベルなど

を明確にした上での「この建材は使えるか？」という質問

　　・各材料、各化学物質の特性に関する質問

　●基本的に回答は無償。ただし即答はできない（少なくとも1週間程度はかかると思っておいていただきたい）。

２．質問シートの種類および該当建材

　①複合材料用

　　「合板」「集成材」「複合フローリング」「木質繊維板」「壁紙」「左官材料」「幅木」「廻り縁」「階段材」「石膏ボード」「各種タイル」「各種シート」「断熱材」「外装用パネル」

　　など

　②塗料、接着剤用

　　「現場施工用塗料」「現場施工用接着剤」「現場施工用シーリング剤」「現場施工用下地

　　調整剤」など

　③システム用

　　「開口部材」「室内ドア」「システムキッチン」「ユニットバス」「クローゼットユニット」など

３．質問の意図

■当然まず押さえておきたい「ホルムアルデヒドを含んだ厚生労働省発表の指針値物　　　　　　

　質」についての情報を得る

■これだけの物質に限定して建材の評価をすることは不適切であるとの判断から、他

　の物質についての情報も（答えてもらいやすいことに配慮しながら）得ようとして

いる。

　　■このような情報を公開する姿勢をもった企業であるかどうかが判断できる

　　■およそどのような構成物なのかがわかる

　　■専門家に質問するときにこれを添えることで精度の高い専門家の意見が得られる

　①複合材料用

　　●「１．化学物質の含有の有無」について

　　　・13物質は厚生労働省の指針値物質であり、今後それが増えてくれば付け加えていくべき

　　　・放散量については、まずホルムアルデヒドしか回答されないだろう。現状としてホルムアルデヒド以外の物質については「含まれているかいないか」で評価するしかない。

　　●「２．用途別の化学物質名」について

　　　・これらはいわゆる「添加剤」である。用途別に使われている化学物質名を知ることで、13物質以外の物質名レベルの整理された情報が得られる。

　　　・各化学物質の「毒性」や「揮発性」についてはあえて質問していない。これを知っても実際上は役に立たないからである。

　　　・どうしても使用するかどうかに迷ったら、その物質について専門家に聞けばよい

　　●「３．接着剤、塗料」について

　　　・とくにこの２つの材料はシックハウスの原因として重要である

　　　・どのような種類の材料が使われているかを知ることで有用な情報が得られる

　　　・ただし、その材料名を知っても「問題があるかどうか（毒性や揮発性）」を自分で判断することはまずできない。やはりそのあたりは専門家に聞くしかない。

　　　・もし接着剤や塗料が使われていれば、「２．用途別の化学物質名」で溶剤、可塑剤などが挙げられてくるはずである。こうした記入漏れを確認できるという意味もある（ただし記入漏れがあるかどうかについての判断は専門家しかできないだろうが）。

　　●「４．合成樹脂」について

　　　・合成樹脂名がわかれば、「揮発してくる合成樹脂原料が使われているかどうか」「一般的に使われている添加剤」などがわかる。

　　　・また接着剤や塗料と同様に、記入漏れを確認できる

　②接着剤、塗料用

　　●複合材料用とは別にこのシートがある理由

　　　・まずは主材料の樹脂、油脂の種類を明確にしたい。これで塗料や接着剤の分類ができ、評価しやすくなる。

　　　・次にもっとも重要な成分である「溶剤」の物質を明確にしたい。主材料と溶剤がわかれば、ほぼこれらの材料の安全性は判断できる。

　　●「１．用途」

　　　・用途別に分類整理するため

　　●「２．化学物質の含有の有無」について

　　　※複合材料用と同じ

　　●「３．樹脂や油脂名」

　　　※上記の理由

　　●「４．溶剤名」

　　　※上記の理由

　　●「５．添加剤」

　　　・主材料、樹脂や油脂の内容が重要だが、場合によっては添加剤レベルまで確認したいことがある。

　③システム用

　　●このシートがある理由

　　　・該当建材を見ていただければわかるように、これらは多種の材料が組み合わされていることが多く、「複合材料用シート」で質問することは適切ではない。その最大の理由は「回答者が答えにくい（ものすごく面倒）」というところである。

　　　・この面倒さによって回答が得られないよりも、答えてもらいやすい形での回答を集めたほうが有効である

　　●「１．１３物質」

　　　・実際に回答者がこれを確認し、答えるのはなかなか面倒であるが、少なくとも13物質については知っておきたい。ある大手企業はすべての建材についてこの表を作成し、公開している。

　　　・ここ以外で物質名レベルの内容を答える項目はない。その理由は上記の通り。

　　●「２．構成材料」

　　　・これがわかれば、およそどういう問題があるかを知ることができる。複合材料や接着剤、塗料についての回答が集まってくると、ここで回答されてくる材料の評価がしやすくなってくる。

　　●「３．ホルムアルデヒド放散量」

　　　・これはほとんどすべてのメーカーが把握しておかなければならない状況になっており、さらに基準法改正にともなってその動きは加速化される。どこまで参考になるかは別として、得られやすい情報は得ておくべきである。
